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■このファイルについて 

本ファイルは、要求開発アライアンスの策定する要求開発方法論 Openthology ドキュメントの一部で

す。最新のファイルは、http://www.openthology.org より取得することができます。 

■フィードバック 

要求開発方法論 Openthology は常に利用者のフィードバックを受け付けます。誤り・改善点・アイデ

ア・コメントは、info@openthology.org まで気軽にお寄せください。 

■要求開発アライアンスについて 

2005 年 3 月発足。企業や組織の IT 化についての共通課題を、業務の可視化によって解決することを

テーマとして結成した団体で、ユーザ企業やシステム開発関連企業あわせて 50 社以上、170 名以上

が参画しています。目下の活動は、要求開発方法論 Openthology の策定であり、Openthology のド

キュメントは、要求開発アライアンスのホームページ(http://www.openthology.org)からダウンロード

できます。Openthology は、ソフトウェア開発が始まるまでに行なうべきシステム要求の作成過程の進

め方、手法､成果物などを規定したもので、現在もバージョンアップを進めています。 

 

http://www.openthology.org 
Openthology Version 1.0 の文書はクリエイティブ・コモンズ-帰属-2.5 (CC-by-2.5) で提供され、営利目的

で利用することが可能です。 
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

このドキュメントは、要求開発アライアンスの提唱する「要求開発」および、要求開発方法論 Openthology 

の概要を短時間で理解するために作成されたものです。主要な読者としては企業の情報システム部門担当

者、および企業またはインテグレータのプロジェクトマネージャおよびソフトウェア開発者を想定しています。

なお、理解を容易にするために、本ドキュメントでは詳細を大胆に割愛しています。もし「要求開発」および、

要求開発方法論 Openthology に興味をお持ちであれば、巻末のリファレンスを参考により詳細情報を入

手することをお薦めします。 
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2. なぜなぜなぜなぜ「「「「要求開発要求開発要求開発要求開発」」」」なのかなのかなのかなのか 

技術の進歩に伴い、ビジネスにおける IT システムの重要性は高まるばかりです。旧来の情報化・効率化を

目的とした IT システムに変わって、より業務と密接な IT システムの構築が求められるようになりました。も

はや IT システムは人間系をサポートするものではなく、ビジネスそのものになったといっても過言ではあり

ません。この状況では、IT システムだけを最適に構築してもその効果を得ることはできないといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、IT 化そのものが、経営課題の解決を目的とするのであれば、業務の設計と IT 設計・業務の見直しと

情報システムの見直しは両輪であるべきだとわれわれは考えています。 

しかし、「どう IT 化すればいいのかわからない」企業が増えているのも事実です。IT 化投資は増えているも

のの、結果の見えない IT 投資となってしまうだけではなく、いわゆる「動かないコンピュータ」「使えないシ

ステム」がいたるところで増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の IT システム構築は一般的に「要求分析」「要求定義」(呼び名は様々)という工程から開始されてい

ます。これは基本的には「要求はすでに存在をしている」という前提に基づいて行われるものであり、これを

ヒアリングと解析によって求めるものです。しかし、この作業によって得られる要求は属人的であったり、直

感的・場当たり的なものであることも多いのではないでしょうか。 

 

 

 

業務抜きのIT化はありえない

• 業務はトータルコーディネーション
– 業務は、人、組織、装置、設備、情報システム、

パートナなどのコラボレーションで構成される

– 人間系と情報システムは互換性があるが、特
性が違う（得意不得意がある）

– 人間系の設計と情報システムの設計を片側ず
つやっては最適化できない

• IT化は、経営課題の解決を上位目的とし
ており、業務構造や業務プロセスの設計、
再設計の文脈で企画される
– 業務の設計から生まれるITの設計

– 業務の見直しから生まれる情報システムの見
直し

経営経営経営経営

業務業務業務業務

情報
システム

どうIT化すればいいかわからない

IT化投資額は、年間年間年間年間１５１５１５１５兆円兆円兆円兆円

どんなシステムを作れ
ば、業務は効率化する

のか？

至至至至るところにるところにるところにるところに使使使使えないえないえないえないシステムシステムシステムシステムがががが・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
結果結果結果結果のののの見見見見えないえないえないえない結果結果結果結果のののの見見見見えないえないえないえない

ITIT投資投資投資投資投資投資投資投資

業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化をはかるをはかるをはかるをはかる一般企業一般企業一般企業一般企業業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化をはかるをはかるをはかるをはかる一般企業一般企業一般企業一般企業

？？？？？？？？
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われわれはこの「要求はすでに存在をしている」という前提そのものが問題であると考えています。要求は、

利害関係者(ステークホルダー)が業務の最適な形を分析する過程ではじめて「開発」されるものである…

「要求は開発されるもの」…これが、われわれの提言であり理念です。 

 

従来の IT システム開発の問題と、要求開発における改善方法を簡単に例示します。 

登場人物はビジネスオーナー、業務担当者、システム開発者の 3 名です。この 3 名はそれぞれ「良いシス

テムを構築して、業務効率化を達成したい」という目標を共有していますが、視点はそれぞれが異なります。

ビジネスオーナーは個別の業務と課題に精通しているわけではありませんが、経営の視点から全体的な視

野を持っています。業務担当者は個別の業務と課題に精通しており、目の前の問題を解決したいと考えて

います。システム開発者はテクノロジーを利用してビジネスオーナー、業務担当者の問題を解決しようと考

えていますが、全体的な視点も、個別の業務と課題の詳細を理解していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最悪のシナリオでは、ビジネスオーナー、業務担当者、システム開発者に壁が出来てしまい、システム開発

者は限られた情報(ドキュメントやプロジェクト開始時点の RFP など)をもとに IT 化を実施してしまいます。

これは極端な例ですが、実際にこのようなプロジェクトは存在します。この場合、IT システムの構築は失敗

します。 

要求は「開発」するもの

• 「要求分析」、「要求定義」などは、要求がすでに存在
しているという前提に立っている

• ユーザからヒアリングした要求の実現が業務効率化に
結びつくとは限らない。

– ユーザの理解の範囲内で生まれた属人的なもの

– 直感的、場当たり的であることが多い

• 要求は、利害関係者により業務の最適な姿を分析す
る過程で開発される。

なぜよいシステム開発ができないのか？

–最悪のシナリオ

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナのののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効
率化を図るための業務とは
○○あるべきだよ。

我々のやり方がベストなん
だ。これにあわせてシステム
を作ってくれよ。

あの業務は、○○パッケージや
○○フレームワークを使って開発
すれば簡単だよ。
業務は、それにあわせればいい。

壁壁壁壁
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実際には、次のふたつの「うまくいきそうで駄目なシナリオ」が一般的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとつはシステム開発者と、ビジネスオーナーの壁だけが取り払われた状態です。このときに構築される

IT システムは実現事項の方向性は正しく取り入れられているものの、業務担当者の業務課題の解決が出

来ないため、「使われないシステム」になってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうひとつは、システム開発者と業務担当者の壁だけが取り払われた状態です。このときに構築される IT

システムは結果として個別業務の課題の解決や、個別業務に対しては最適化されたものとなりますが、ビ

ジネスとしての全体業務効率化の達成ができません。 

 

 

 

それは、正しいシステム要求がだせないから

• うまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうで駄目駄目駄目駄目ななななシナリオシナリオシナリオシナリオ（（（（そのそのそのその１１１１））））
– トップ・業務管理者の考えどおりのシステムを作ったが、業務担当から大クレーム。

– 結局使われないシステムになった。

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナのののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効
率化を図るための業務とは
○○あるべきだよ。

あの取締役、業務の事をな
にも分かっていないんだよ
ね。

わかりました。おっしゃるとおり、
業務効率化案に基づいた要求を
考えていきましょう。 壁壁壁壁

でも、あの人のいう
こと本当にただしい
のかなあ？
まあ、いっか。

それは、正しいシステム要求がだせないから

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナのののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効率化を図るた
めの業務とは○○あるべきだけど、業務
担当は、みんな既存システムのやり方に
慣れてしまって本当に改善しようとおもっ
ていないんだ。

我々のやり方がベストなん
だ。これにあわせてシステム
を作ってくれよ。

分かりました。業務担当の方々
に合わせて、システムを開発しま
す。 壁壁壁壁

• うまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうでうまくいきそうで駄目駄目駄目駄目ななななシナリオシナリオシナリオシナリオ（（（（そのそのそのその２２２２））））
– 業務担当者からそれぞれ要求を聞きだした。

» 業務の標準化ができない。
» 効率化を考慮していない業務にあわせ

てシステムを作ってしまう。

だけど、それぞれの
担当者から出てくる
要望を開発するのは
大変だよな。
ま、いっか。
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要求開発では、ビジネスオーナー、業務担当者、システム開発者の 3 名の壁を取り払うために、問題の視

覚化(モデル)と改善プロセスによる活動をとりいれます。この目標とすべき関係をわれわれは「コタツモデ

ル」と呼んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コタツモデル」を築くことによって、ビジネスオーナー、業務担当者、システム開発者の関係が改善される

効果は、知識の共有や補完だけではありません。アイデアが増殖したり、見えにくかった問題が見えるよう

になり、結果としてよりビジネス効果の高い、「使える IT システム」が生まれるようになります。 

 

 

 

 

 

要求開発とは
–正しい要求の獲得と合意のための活動

ビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナビジネスオーナのののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効率化を図るため
の業務とは○○あるべきだ、しかし現実は
△△だから、それをどう改善できるか現場と
話し合ってみよう。

我々のやり方がベストだと思っていたけど、
見方を変えれば欠点が多いね。問題分析ツ
リーでもう少し業務のあるべき姿を考えてみ
よう。

あの業務は、○○パッケージや○○フ
レームワークを使って開発すればよさそ
うだ、しかし、本当に求められている業
務の姿を明確にして３者で合意しなけれ
ば、真の要求など獲得できるはずがな
いね。

問題の視覚化(モデル)と

改善プロセスによる活動

開発された要求
（システム要件）

コタツコタツコタツコタツコタツコタツコタツコタツ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

なぜ要求開発活動が必要か？

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

会社会社会社会社をよくしたいというをよくしたいというをよくしたいというをよくしたいという思思思思いいいい会社会社会社会社をよくしたいというをよくしたいというをよくしたいというをよくしたいという思思思思いいいい
はははは同同同同じでもじでもじでもじでも？？？？？？？？？？？？はははは同同同同じでもじでもじでもじでも？？？？？？？？？？？？

高収益・高利益を上げるため
に高付加価値、効率性を要求

開発のパターン化・仕組み
作りを重視して変化を嫌う

既存の業務オペレーショ
ンを守ろうとして変化を嫌う

これではこれではこれではこれでは、、、、よいよいよいよい要求要求要求要求などなどなどなどこれではこれではこれではこれでは、、、、よいよいよいよい要求要求要求要求などなどなどなど
出出出出るはずがないるはずがないるはずがないるはずがない！！！！出出出出るはずがないるはずがないるはずがないるはずがない！！！！
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この「コタツモデル」を築くためには、ビジネスオーナー、業務担当者、システム開発者が問題の視覚化(モ

デル)と改善プロセスによる活動を行う必要があります。われわれは、要求開発方法論 Openthology を策

定し、問題の視覚化(モデル)と改善プロセスによる活動を容易かつ平易に行えることを目標にしています。

要求開発方法論 Openthology はオープンドキュメントとして商用利用可能な開発方法論として公開してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求開発活動の場が形成されると

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

アイデアアイデアアイデアアイデア増殖増殖増殖増殖アイデアアイデアアイデアアイデア増殖増殖増殖増殖

高付加価値、高利益を
向上のためのアイデア

業務の効率化や付加価値
アップのためのアイデア

現場業務改善および標
準化のためのアイデア

よいよいよいよい要求要求要求要求とはとはとはとは、、、、要求開発活動要求開発活動要求開発活動要求開発活動のののの過程過程過程過程でででで、、、、ロジカルロジカルロジカルロジカルなななな手法手法手法手法ででででよいよいよいよい要求要求要求要求とはとはとはとは、、、、要求開発活動要求開発活動要求開発活動要求開発活動のののの過程過程過程過程でででで、、、、ロジカルロジカルロジカルロジカルなななな手法手法手法手法でででで

導導導導かれかれかれかれ、、、、可視化可視化可視化可視化しししし、、、、合意合意合意合意できたできたできたできた内容内容内容内容のことをのことをのことをのことを言言言言うううう。。。。導導導導かれかれかれかれ、、、、可視化可視化可視化可視化しししし、、、、合意合意合意合意できたできたできたできた内容内容内容内容のことをのことをのことをのことを言言言言うううう。。。。

要求開発要求開発要求開発要求開発

知識知識知識知識のののの共有共有共有共有知識知識知識知識のののの共有共有共有共有

知識知識知識知識のののの補完補完補完補完知識知識知識知識のののの補完補完補完補完
問題問題問題問題のののの見見見見問題問題問題問題のののの見見見見

えるえるえるえる化化化化えるえるえるえる化化化化
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3. 要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論 Openthology のののの概要概要概要概要 

要求開発宣言要求開発宣言要求開発宣言要求開発宣言 

要求開発方法論 Openthology は、コンセプトを持っています。このコンセプトをわれわれは「要求開発宣

言」と呼んでいます。要求開発宣言の 6 つのセンテンスについて個別に見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 要求開発宣言 

情報システムに対する要求は、あらかじめ存在しているものではなく、ビジネス価値にもとづいて「開発」さ

れるべきものである。 

  

これが、要求開発宣言の中心文です。情報システム開発を行なう場合に、その入力となる「要求」を私たちは

どのように扱っているのでしょうか。要求定義、要求収集、要求整理、などの言葉が使われていますが、これ

らの用語はあたかも、要求というものがそこに存在しているような錯覚を与えています。要求は「定義された

り、集められたり、整理されるのを待っている」ものではなく、私たちが意識的な活動を通じて「創り出す」もの

です。この要求を創り出す活動を「要求開発」と呼ぶこととします。システム開発が「要求」を入力して「情報シ

ステム」を出力するものであるならば、要求開発とは「ビジネス価値」を入力して「要求」を出力する創造的活

動です。このように要求を開発するものであると捉えることによって、要求が本来持っている難しさを想起さ

せると同時に、私たちが経験してきた「システム開発」におけるアナロジーが援用できる、というメリットもあり

ます。そう、要求は私たちが「開発する」ものなのです。ビジネス価値に基づいた正しい要求を開発しない限

り、下流であるシステム開発は正しくないものを正しく作る無為な行為となってしまいます。 

2. 情報システムと業務活動との相互作用 

情報システムは、それ単体ではなく、人間の業務活動と相互作用する一体化した業務プロセスとしてデザイ

ンされ、全体でビジネス価値の向上を目的とするべきである。 

  

情報システムは、ビジネス価値向上の一手段であり、それそのものが単体で価値を持つわけではありません。

情報システムのデザインは、業務プロセスという上位のデザインの一部であり、そこでは、人間の業務活動

と情報システムが相互作用をすることによってはじめてビジネス価値の向上をもたらすものです。情報システ

ムのみに関心を向けることは、まったくの局所最適であり、手段を目的化する間違いだと認識しましょう。そし

て、デザインされた業務プロセスが果たすべきビジネス価値に、私たちの目を向けましょう。 

 

要求開発宣言
私たちは、企業でのITシステム開発を通じて、「要求」に関して以下のことを学んだ。

1. 情報システムに対する要求は、あらかじめ存在しているものではなく、ビジネス価
値にもとづいて「開発」されるべきものである。

2. 情報システムは、それ単体ではなく、人間の業務活動と相互作用する一体化した
業務プロセスとしてデザインされ、全体でビジネス価値の向上を目的とするべきで
ある。

3. 情報システムの存在意義は、ビジネス価値の定義から要求開発を経てシステム開
発にいたる目的・手段連鎖の追跡可能性によって説明可能である。

4. ビジネス価値を満たす要求は、直接・間接にその価値に関わるステークホルダー
間の合意形成を通じてのみ創り出される。

5. 要求の開発は、命令統制によらず参加協調による継続的改善プロセスを指向すべ
きである。

6. 「ビジネスをモデルとして可視化する」ということが、合意形成、追跡可能性、説明
可能性、および継続的改善にとって、決定的に重要である。

私たちはこれらの気づきから、「要求開発」という新しい知的活動分野を創造し、それを
みずから実践していく。その過程で獲得したナレッジをOpenthology（オープンソロジー）
として体系化し、かつ、クリエイティブコモンズの下に公開・共有することで、同様の課題
を持っている人々と、コミュニティ活動を通じて分かち合うことを決意する。
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3. 追跡可能性による説明可能性 

情報システムの存在意義は、ビジネス価値の定義から要求開発を経てシステム開発にいたる目的・手段連

鎖の追跡可能性によって説明可能である。  

 

なぜ、この情報システムに投資するのでしょうか。この問いに答えるためには、システムに対する要求がいっ

たいどこから出てきたのか、を常に明確にしておく必要があります。このシステムはどのようなビジネス価値

に結びつくのか。また、それを実現する手段は何なのか。この目的・手段の構造は目的（WHY）方向の末端

をビジネス価値とし、手段（HOW）方向の末端を情報システム（もしくはそれに対する要求）とするツーリー構

造をなしています。この目的・手段連鎖が追跡可能（traceable）でなければ、間違った問題に答えようとして

いるのかもしれない、あるいは、目的を果たすために別の手段の方がよりコストが低く効果が高いかもしれな

い、という不安から逃れることはできません。さらに、ステークホルダーに対する説明責任も果たせません。

私たちはなぜこの情報システムを作るのか。この問いに答えましょう。 

4. ステークホルダーの合意形成 

ビジネス価値を満たす要求は、直接・間接にその価値に関わるステークホルダー間の合意形成を通じての

み創り出される。  

 

要求開発は個人に閉じた活動ではありません。その情報システムが実現する業務プロセスの価値に関わる

ステークホルダーの「合意」こそが、要求の開発プロセスとして重要なのです。ここでのステークホルダーに、

情報システムユーザー企業の経営者、エンドユーザ、情報システム部門、ビジネス部門、さらに、情報システ

ムベンダーも含まれています。異種ステークホルダーの合意形成が、困難であることは言うまでもありません。

しかし、だからこそ、そのプロセスを定義し、継続的に進めることが重要なのではないでしょうか。 

5. 継続的改善プロセス 

要求の開発は、命令統制によらず参加協調による継続的改善プロセスを指向すべきである。 

 

要求開発が複数のステークホルダー間の合意形成であることから、そのプロセスは一方向の命令統制では

なく、参加協調が必要でしょう。さらに、その合意は複数フェーズにまたがる多段階コミットとなります。このプ

ロセスは、継続的改善や PDCA（Plan-Do-Check-Action）ループと相似形をなすものであり、徐々にゆるや

かに合意をブートストラップしていくものです。これは、要求開発がブレークダウン型の情報流では作り出せ

ないこと、そして、よりコミュニケーション重視の創発的な活動が重要であることを示しています。 

6. モデルと可視化 

「ビジネスをモデルとして可視化する」ということが、合意形成、追跡可能性、説明可能性、および継続的改

善にとって、決定的に重要である。 

  

私たちは、情報システムの開発を長く経験してきました。そして、要求開発にシステム開発のアナロジーを当

てはめることができると考えています。おりしも、オブジェクト指向開発方法論および UMLが情報システム

開発の標準となり、そのモデリング手法の体系ができあがりつつあります。これを援用することで、ビジネス

そのものをもモデル化、可視化できると考えています。そして、要求開発においても、「見える」ということを第

一義に重要としています。見えなければ合意形成はできません。見えなければ目的と手段は追跡できません。

見えなければ説明できないのです。見えなければ継続的改善はできないのです。私たちは、要求開発の出

発点を、このモデル化と可視化に置きます。 
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要求開発要求開発要求開発要求開発とととと通常通常通常通常ののののシステムシステムシステムシステム開発開発開発開発とのとのとのとの関係関係関係関係 

通常の(従来の)システム開発プロジェクトと要求開発の関係は次のようなものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 要求開発は、従来ビジネスコンサルティングや経営企画部門が行っている戦略決定後に実施されま

す。なお、要求開発はビジネス戦略の決定そのものとは独立した関係になります。要求開発は、ビジ

ネス戦略をインプットに、システム化方針を行うものと定義しています。 

� 要求開発は、システム開発の意思決定(予算決定や RFP の作成など)の前に行われます。従来のシ

ステム開発の予備検討(フィージビリティスタディ)や要求定義･要件定義より上流の位置づけ(超上

流)となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業から見ると、これまで経営戦略決定についてはビジネスコンサルティングがサービスを提供し、インテ

グレータがシステム開発サービスを提供していましたが、この間には谷間がありました。要求開発は、この

谷間を埋める＝「ビジネスとシステムをつなぐ」ための改善プロセスの一種と言えます。 

 

 

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュープロセスオーバービュー (Ver1.0)

準備

方向付け 推敲 構築 移行

第１ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第２ プロジェクト
方向付け 推敲 構築 移行

第３ プロジェクト

狭義のシステム開発

広義のシステム開発

ビジネスユースケース

業務フロー（As-Is、To-Be)

業務レベルの概念モデル

経営分析
ビジョン、ミッションの
確立

問題点分析

ビジネスゴール設定

システム化範囲の導出

ロードマップ作成

システムユースケースの
抽出と個別プロジェクト
へのブレークダウン

広義のプロジェクト

狭義のプロジェクト

要求開発要求開発要求開発要求開発

財務的解決やマーケ
ティング的解決で終わ

る課題もある

ビジネス戦略の見
える化、プロジェク
トスコープとリソー
スを確定しゴール
を明確化。

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

業務要求の獲得
とプロセスの見え
る化、ITの基本要

求の獲得。

広義の要求開発（要求定義） 狭義の要求定義

立案 デザイン 移行

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発へのへのへのへの実践的工学技術実践的工学技術実践的工学技術実践的工学技術のののの適用適用適用適用

プログラム
作成

システム
設計

システム開発要求開発

情報化業務情報化業務情報化業務情報化業務ビジネス
戦略策定

ユーザにとって
サービスを受けたい不毛地帯

既存既存既存既存ＳＩＳＩＳＩＳＩビジネスビジネスビジネスビジネス

要件定義 分析 設計 作成・テスト 保守

ソフトウエア開発プロセス
改善（UP、CMM）

要求定義

OO分析、設計

アーキテクチャ設計

フレームワーク化

現在注目現在注目現在注目現在注目されているされているされているされているＳＩＳＩＳＩＳＩビジネスビジネスビジネスビジネス

プログラム
保守

ビジネスコンサル 要求開発プロセス

ビジネスの視覚化

（ビジネスモデリング）

業務モデル再利用

企業レベルアーキテクチャ再利用

Agile

Development

要求開発要求開発要求開発要求開発のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ (Ver1.0)
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Openthology のののの構造構造構造構造モデルモデルモデルモデル 

要求開発方法論 Openthology では、ビジネス戦略とシステムを次のようなモデルで捕らえています。モデ

ルの特徴は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� ビジネスオペレーションの上位に企業のビジネス戦略を位置づけ、「ビジョンとゴール」をモデル化した

上で、ビジネスオペレーションに落とし込みます。 

� ビジネスオペレーションを、「サービス構造」「プロセス構造」「情報構造」に分割して捉えます。 

・ 中心となるのは「サービス構造」です。ここではビジネスにおけるさまざまな活動やステークホルダ

ーに提供するサービスの名前と意味を定義します。システム化範囲のみではなく、人系を含むビ

ジネス全体を取扱います。 

・ サービスを実現するための具体的な手段が「プロセス構造」です。サービスを実現するために、ア

クティビティ(作業)の定義とリソースとの関係、アクティビティ同士がどのように相互作用するかを

表現します。 

・ サービスを支えるのが「情報構造」です。組織や社員、製品、設備、取引情報といったビジネスに

存在する主要なリソースと情報、それらの間の関係を示す事で、ビジネスの概念構造を表現しま

す。 

この構造要素の関係を様々なモデルで段階的に詳細化するのが、要求開発方法論 Openthology の基本

方針です。構造モデルがどのモデルで詳細化するのかの概略が以下の図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OpenthologyOpenthology構造とモデル
• 戦略とサービス構造中心でモデル化

– ビジネス戦略からプロジェクト戦略へ
– 業務のサービスの明確化

• 企業の意思決定層とビジネスオペレーション層の構造を確立（見
える化）
– 企業の意思決定層の戦略を、ビジネスオペレーション層のサービスまで

具体的に落とし込むメソッドを持つ。

データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビビビビビビビビ

ジジジジジジジジ

ネネネネネネネネ

スススススススス

II

TT
シシシシシシシシ

スススススススス

テテテテテテテテ

ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造
サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造

情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビジョンビジョンビジョンビジョンととととゴールゴールゴールゴール

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス
オペレーションオペレーションオペレーションオペレーションオペレーションオペレーションオペレーションオペレーション

Openthology構造構造構造構造ととととモデルモデルモデルモデル (Ver1.0)

データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト

モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ
ネネネネネネネネ
スススススススス

II

TT
シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ
ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

ビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデル

業務業務業務業務フローフローフローフロー（（（（アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ図図図図））））

ユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースユースケースユースケースユースケース記述記述記述記述

ビジネスビジネスビジネスビジネス概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル

DB

モデルモデルモデルモデル

分析分析分析分析・・・・設計設計設計設計モデルモデルモデルモデル
クラスクラスクラスクラス図図図図

ビジョンビジョンビジョンビジョンととととゴールゴールゴールゴールビジョンビジョンビジョンビジョンととととゴールゴールゴールゴール

BSC戦略戦略戦略戦略マップマップマップマップ
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要求開発で作成されるモデルは、段階的に詳細化されていきます。要求開発のフェーズが進むにつれて具

体化される過程は次のとおりです。また、この過程で、「要求」そのものが開発されていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスビジネスビジネスビジネス課題課題課題課題
ビジネス

オペレーション
システムシステムシステムシステム

要求要求要求要求
システムシステムシステムシステム

設計設計設計設計

戦略戦略戦略戦略モデルモデルモデルモデル サービスモデルサービスモデルサービスモデルサービスモデル

情報情報情報情報モデルモデルモデルモデル

プロセスモデルプロセスモデルプロセスモデルプロセスモデル サービスモデルサービスモデルサービスモデルサービスモデル

TFP分割手法分割手法分割手法分割手法
・・・・Thing図図図図
・・・・Function図図図図
・・・・Place図図図図

・・・・業務業務業務業務フローフローフローフロー・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス
ユースケースユースケースユースケースユースケース

・・・・システムユースシステムユースシステムユースシステムユース
ケースケースケースケース

アーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデル
要求要求要求要求モデルモデルモデルモデル

・・・・要求要求要求要求リストリストリストリスト
・・・・ERD/DB設計設計設計設計

・・・・アーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデルアーキテクチャモデル

・・・・SOAモデルモデルモデルモデル

・・・・BSC戦略戦略戦略戦略

マップマップマップマップ
・・・・IT貢献度貢献度貢献度貢献度

マップマップマップマップ
・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

ゴールゴールゴールゴール記述書記述書記述書記述書

要求開発要求開発要求開発要求開発
フェーズフェーズフェーズフェーズ

観点観点観点観点
のののの

流流流流れれれれ

準備準備準備準備 立案立案立案立案 デザインデザインデザインデザイン シフトシフトシフトシフト

モデルモデルモデルモデルのののの役割役割役割役割 (Ver1.0)
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プロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネット 

要求開発方法論 Openthology は、一部のコンサルタントのものではありません。適応プロジェクトがより

的確に要求開発を行うために、これまでの経験を元にプロセスの定義をおこなっています。特にモデリング

(ビジネスモデリング)は、モデリング作業そのものが目的となってしまいがちです。適切に要求開発をおこ

なうために、われわれは 4 つのフェーズ分割を推奨しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、それぞれのフェーズで実施すべきことは、PDCA サイクルに分類され、手段と目的を常に明確化して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備

立案

デザイン

シフト

■スコープとリソースの決定
・ビジネス戦略の把握とプロジェクト課題の見極め
・必要人材のアサイン
・要求開発プロジェクトゴールの策定

■概観の把握と可視化
・プロジェクトゴールにスコープしたビジネス領域の可視化
・ビジネス要求の抽出

■ToBe業務の設計
・ToBe業務の設計
・IT基本要求の開発

■システム計画
・IT基本要求の抽出

・システム移行計画書の作成

要求開発要求開発要求開発要求開発ののののフェーズフェーズフェーズフェーズ (Ver1.0)

仮説検証型仮説検証型仮説検証型仮説検証型PDCA反復反復反復反復サイクルサイクルサイクルサイクル(Ver1.0)

計画(PLAN)

実施(DO)

検証(CHECK)

対応(ACT)

■何をもって“OK”とするか、という基準を決めること
・各Phaseの「目的」達成のために何を行うのか、を「決める」
・それは、何をもってOKとなる（する）のか、という達成基準を「決める」

・これは「なにをやるのか」を確定することを意味する

■各PhaseのPLANを実現すること
・PLANで決めたことを決めた基準に達するように行うこと
・CHECKが出来るように行わなければ意味がない

■DOの結果をPLANにもとづいて評価すること
・PLANで計画された基準と方法によりDOの結果を評価する

・「誰が」行うのか、を目的に応じて決めておく

■出来ることを「すぐに」やること
・CHECKでの非適合事項の是正だけがACTではない

・その時点で「やったほうがよい」ことは、その時点で行う
・その時点でできないことは、次フェーズ（イテレーション）のPLANにま

わす

Input

Input

評価
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この 4 つのフェーズと、4 つの PDCA サイクルのマトリクスを、われわれは「プロセスキャビネット」と呼んで

います。利用者は、プロセスキャビネットから必要なプロセスを取り出し、要求開発プロジェクトを組成するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、各種のプロセスに精通していないと、このプロセスキャビネットから必要なプロセスを選別し組み立

てる(テーラリングする)事は容易ではありません。そこで、標準的なプロセスをパッケージしたものとした、

「プロセスセル」も用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PlanPlanPlanPlan

DoDoDoDo

CheckCheckCheckCheck

ActActActAct

Phase： 段階的に詳細化・具体化していく

Disciplines

P

P

C C

D D

AA

作業項目名

P

C

D

A

P

C

D

A

作業項目名

準備準備準備準備 立案立案立案立案 デザインデザインデザインデザイン シフトシフトシフトシフト

プロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネットプロセスキャビネット (Ver1.0)

• プロセスキャビネットからPDCAの単位に活動をまとめ成

果物と一緒にまとめパターン化したもの

チーム編成

準備ベース

START END

要員「準備教育」

例例例例））））準備準備準備準備フェーズフェーズフェーズフェーズののののプロセスセルプロセスセルプロセスセルプロセスセル

要員「準備教育」プロセスセルの内容

　 アクテビティ名
名前 要員「準備教育」プロセスセル
目的 コアメンバーの教育・トップへの動機付けセミナー

準備教育計画作成

コアメンバー教育 (Option)
動機付けセミナー(Option)
教材の作成(Option)
教育実施評価
 

Act
メンバー構成の見直し
必要であれば、再教育を期間を検討する

教材(Option)
教育アンケート

入力 経営計画・システム開発計画
出力 プロジェクトメンバースキル表

Do

Plan

成果物

アクティビティ（活動）

情報の入出力

Check

プロセスセルプロセスセルプロセスセルプロセスセル (Ver1.0)
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4. Openthology のののの原則原則原則原則とととと教訓教訓教訓教訓 

最後に、Openthology の原則と教訓をご紹介します。 

要求開発方法論 Openthology の策定は、理論だけにとどまらず、参加者の様々なシステム開発の経験を

もとに実施されてきました。策定はユーザ企業とシステム関連企業が参加を行っています。そのなかで、特

に要求開発を行う上で重要な注意点を、5 つのプリンシパル(原則)とプラクティス(教訓)としてまとめていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Openthology ５つのプリンシプル

１１１１．．．．ビジネスビジネスビジネスビジネス主導主導主導主導によるによるによるによるIT化化化化
– 業務の姿にITを合わせること

２２２２．．．．効果検証型効果検証型効果検証型効果検証型プロセスプロセスプロセスプロセスのののの導入導入導入導入
– 最低1ヶ月に1回はモデリング効果を検証する

３３３３．．．．検証可能検証可能検証可能検証可能ななななビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデル
– 概念モデルをビジネスフローで検証する
– ビジネスフローをプロトタイプで検証する

４４４４．．．．ビジネスビジネスビジネスビジネス担当主導担当主導担当主導担当主導ののののビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング重視重視重視重視
– 現場のビジネスナレッジを重視したボトムアップアプローチ

５５５５．．．．フレキシブルフレキシブルフレキシブルフレキシブル・・・・ビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング
– スピーディかつ状況に応じてビジネスモデリングを行う

Openthology ７つのプラクティス

1. 勇気勇気勇気勇気
– 問題を発言する勇気を持とう

2. オープンオープンオープンオープン
– 業務問題点をオープンにする環境と人を形成

3. 成功成功成功成功はははは失敗失敗失敗失敗からからからから
– 失敗を隠さない。業務問題を抱えていた部署が新たな改善策を提案す

る文化を築こう

4. スピーディスピーディスピーディスピーディななななビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善とととと公開公開公開公開
– 改善できるものは即改善、改善したら即公開

5. 目的目的目的目的をををを理解理解理解理解したしたしたしたモデリングモデリングモデリングモデリング
– ビジネスモデリングはモデリングの目的を理解して初めて実践できる

6. モデリングモデリングモデリングモデリングのののの価値価値価値価値
– モデリングによる視覚化・共有化こそが、ビジネス改善の第一歩

7. ペアモデリングペアモデリングペアモデリングペアモデリング
– 常にモデルの共有化を図り、最低でもペアでモデリングすること
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5. 参考参考参考参考 

要求開発方法論 Openthology の詳細は、以下の方法で知る事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 書籍 

・ 日経 BP 社 「要求開発~価値ある要求を導き出すプロセスとモデリング (単行本)」 

・ 翔泳社 「戦略的要求開発のススメ (単行本)」 

� WEB 

・ 要求開発アライアンス(http://www.openthology.org) 

・ 日経 ITPro Watcher 要求開発アライアンス連載記事

(http://itpro.nikkeibp.co.jp/watcher/openthology/index.html)  

 

＜参考＞
←←←←要求開発要求開発要求開発要求開発~価値価値価値価値あるあるあるある要求要求要求要求をををを導導導導きききき出出出出すすすすプロセプロセプロセプロセ

ススススととととモデリングモデリングモデリングモデリング：：：：日経日経日経日経BP社社社社

←←←←戦略的要求開発戦略的要求開発戦略的要求開発戦略的要求開発ののののススメススメススメススメ
：：：：翔泳社翔泳社翔泳社翔泳社

日経日経日経日経IT Pro Watcher →→→→

要求開発要求開発要求開発要求開発アライアンスアライアンスアライアンスアライアンスののののビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・モデリングモデリングモデリングモデリング道場道場道場道場

http://itpro.nikkeibp.co.jp/watcher/openthology/index.html


